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論文
堺緞通と藤本荘太郎
? ?
幸 洋
1. はしがき
堺緞通は，中国各地で製造していた緞通をわが国へ導入して国内向けに消
費することを目的に製織してきた緞通の一つである。緞通は，もとは羊毛を
素材として製織していた中近東の遊牧民の多目的な敷物であり，それが中国
に伝播してからは，手元にある木綿を材料とするものに置換していった。ゎ
が国の国内需要は，もとより畳の生活であるので不用であり，民間の需要に
参入することには，当然，無理があった。そのために茶席の敷物，西洋建築
の敷物など，明治初期より流行し始めた敷物としての需要があった。しかし
この需要も，舶来品に対抗できる良質のものではなく国産品で代用された。
それに伝統をもつペルシャ， トルコ緞通に追いつくために，品質，価格な
どで対抗して，安価な労賃で織り上げ，外国からの輸入製品に参入し，その
技術を参考に改良を加え国産化して独自の東洋風敷物をつくり出し，輸出産
業としての地位を博覧会を通じて知らしめ，確立することになる。その輸出
先は，とくにアメリカであり，その時期は1876(明治9)年フィラデルフィ
ア万国博覧会で，日本の出品物が好評であったことによるものであった。
このように万国博覧会への出品が緞通という織物を伝えた功績は大きい。
勿論，出品者の出品に対する意欲，および出品委託者の勧誘がなければ，出
品目録から掴むことはむつかしいのは当然のことであり，輸出産業にかける
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輸出品に対する生産意欲がなけれはならない。意欲の面では，第二代堺商業
会議所々会頭藤本荘太郎は，地場産業の育成で自分なりの努力をしてきた。
ここではそのできる限りの出品資料にあたることにしたい。なおこのような
取り組みは，前稿では領事報告を主として取り扱い検討したのであるが，本
稿では海外博覧会への出品を中心として検討することを予定している。
堺緞通に関する論文について，昭和53年に『堺縦通』として印行に附した
ことがあった。その際には取り上げた資料は領事報告を主に取り扱うことで
あった。この資料をもとに，あるいはこの資料だけをつかって，批判的な報
告をしているものがあるが，なぜそれ以上の資料の収集調査に努めなかった
か，あるいはそのような努力を怠っていたのか。関係資料の検出には，多く
の時間，労力を必要とするのであり，安易に論文などは書かれないのである。
なおこの論考では，藤本の博覧会の出品を通し，輸出に対する意欲，自己
の産物に対する出品誇示であり，自己の生産品と地場産業として育成，およ
び輸出にかけた努力を史料のなかから吸みとろうとするものである。しかし
彼の個人的な問題については，ここでは述べることを省略することにしたい。
ただ個人のプライバシイに属することは，その遺族が現存することでもあり，
ここでは発表されている印刷物に限定し，それ以外の部分については省略す
ることにしたい。これが私の良識でもある 1)0
2. 堺緞通の周辺
堺緞通の名称は，もとから存在したわけではない。このような日本で製織
されなかった緞通は国内向けには一部を除いて流布しなかったので，当然の
こと用語は，偶然か，使用するときの印象で付され，まちまちの用語がつか
われている。したがって緞通の名称は，段縣・緞通・団通・毬子・地縣（統
計では，総称として使用）などとみえ，名称は確定的なものではなく，その
生産，販売が次第に固定化していく過程で固定化がはかられていった。生産
が増加していく過程で，摺込緞通，織込緞通の二つが模索され，その間に洵
106 
堺緞通と藤本荘太郎（角山） 401 
汰されて最終的に織込緞通にシフトすることになった。それが「堺緞通」と
して定着するのは，明治25(1892)年の住吉緞通との合併であり，それまで
は住吉緞通・堺緞通と区別して呼んでいた叱
生産の拡大した要因は，輸出指向に焦点がむけられると，日本人の特質で
ある互いに競争心を煽られることから走り続けた。それは同業者間の閉鎖的
な生産競争であり，その上損得を無視した安価競争に起因しているのであり，
売り込み商人と外国商館との価格競争にあった。第二次世界大戦までに，多
くの日本商品の輸出戦略は，多量に安価な商品を輸出することであり，国内
では同業者間における生産と低価格競争にあった。
外国商館の直接生産は一部に存在したけれども，採算がとれなかったので，
設立数は少ない。それを採算があうようにしたのは，麻緞通の生産であった。
当時，廃物として他の繊維の利用を考慮に入れて，あらゆる繊維が俎上にあ
がった。そのうち麻緞通に目を着けたのは，アメリカから送られてきた麻袋
で，安価であることと廃物利用が目的であった。のちには麻糸が材料が不足
したので，インドから黄麻を輸入し，また原糸供給会社を設立して対応する
までになった。
3. 万国博覧会
万国博覧会は，明治35(1902)年までの期間に，つぎの表 1のように開催
されているが，生前にあって藤本荘太郎が，海外で開催される万国博覧会に
なにを出品しているかを明らかにする表3の基礎とするために，まず博覧会
の開催名・開催国・会場・会期を提示し作表することにする。ただ日本政府
が参同していることが掲載の条件になり，専門分野の博覧会であるとき，繊
維を含む展示品が掲載されていることが必須条件となるであろう。
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［表] 1. 万国博覧会開催明細（一部に国内博覧会を含む）
1851~.. 永：：年5:1日I;:贔門::i~日）(：~::~!~'.、イドパーク会
1853(嘉永6)年7月14日 ニューヨーク万国博覧会（会場アメリカ，プライアント
公園）
1855(安政2)年5月11日パリ万国博覧会（会場フランス，シャンゼリゼ 会期5
月1日~11月5日）
1862(文久2)年5月1日 ロンドン万国博覧会（会場イギリス，ケンジントン 会
期5月1日~11月15日）
1867(慶応3)年4月1日1パリ万国博覧会（会場フランス，シャン・ド・マルス
会期4月1日~11月3日）
1871(明治4)年10月10日i第1回京都博覧会（会場京都，西本願寺 会期10月10日
~11月1日以下，毎年開催され，明治36年におよぶ）
1873(明治6)年5月10日1ゥィーン万国博覧会（会場オーストリア，プラーデル公
園会期5月10日~11月2日）
1875(明治8)年 メルポルン万国博覧会（会場豪州，メルボルン）
1876(明治9)年5月10日 （米国独立百年記念）フィラデルフィア万国博覧会（会場
アメリカ，プラーデル公園 会期5月10日~11月10日）
1877(明治10)年8月21日第1回内国勧業博覧会（会場東京，上野公園 会期8月21
日~11月30日）
1878(明治11)年5月1日パリ万国博覧会（会場フランス，シャン・ド・マルス 会
期5月1日~11月10日）
1879(明治12)年9月17日 1シドニー万国博覧会（会場オーストラリア，シドニー
会期9月17日~1890年4月27日）
1880(明治13)年10月1日1メルボルン万国博覧会（会場オーストラリア，メルポル
ン会期10月1日~1881年3月31日）
1880(明治13)年3月16日1琴平博覧会（会場愛媛，琴平宮 会場3月15日~6月15
日）
1880(明治13)年8月10日1宮城博覧会（会場宮城，仙台西公園 会場8月10日～）
1881(明治14)年3月1日第2回内国勧業博覧会（会場東京，上野公園 会期3月1
日~6月30日）
1881(明治14)年10月18日1アトランタ万国博覧会（会場アメリカ，アトランタ 会
期10月18日~82年 1月）
1882(明治15)年8月 け一ストリア内国工業博覧会（会場オーストリア，トリ
エスト）
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1883(明治16)年5月1日 1ロンドン万国漁業博覧会（会場イギリス，ロンドン 会
期5月1日~10月31日）
1883 (明治16)年9月1日 1ボストン技術工業博覧会（会場アメリカ，ボストン 会
期9月1日~11月30日）
1883(明治16)年 9月 オランダ殖民地産物及一般輸出品博覧会（会場オランダ，
アムステルダム 会期9月~10月）
1884 (明治17)年12月18日1万国工業兼綿100年博覧会（会場アメリカ，ニューオリン
ズ会期12月18日~5月31日）
1885(明治18)年 5月
1886(明治19)年
1887 (明治20)年 9月
1888(明治21)年8月
万国発明品博覧会（会場イギリス．ケンジントン 会期5
月より 6カ月間）
ロンドン植民地及びインド博覧会（会場イギリス）
西国バルセロナ万国博覧会（会場スペイン，バルセロナ
会期9月～翌年2月）
チュリン博覧会（会場イタリア）
1888 (明治21)年 メルボルン万国博覧会（会場オーストリア，メルボルン）
1889(明治22)年5月6日 （革命百年記念）パリ万国博覧会（会場フランス，パリ
1889 (明治22)年 6月
会期 5月6日~11月6日）
ハンブルグ商業万国博覧会（会場ドイツ，ハンブルク
会期6月~8月）
1890(明治23)年4月1日 1第 3回内国勧業博覧会（会場東京，上野公園 会期4月
1日~7月31日）
1891(明治24)年4月4日1東洋敷物博覧会（会場オーストリア，ウィーン商業博物
館）
1893(明治26)年5月1日Icコロンプス米国発見四百年記念）シカゴ万国博覧会（会
場アメリカ，シカゴ・ジャクソン公園 会期5月 1日~10
月30日）
1895(明治28)年4月1日 1第 4回内国勧業博覧会（会場京都，岡崎公園 会期 4月
1日~7月31日）
1900(明治33)年
1901 (明治34)年 5月
1902 (明治35)年
パリ万国博覧会（会場フランス，パリ 会期 4月15日~11
月12日）
イギリス万国博覧会（会場イギリス，グラスゴー 会期 5
月~11月）
ロシアセントピータスブルグ万国樵業博覧会（会場ロシ
ア，セントピータスプルグ）
1903(明治36)年3月1日 1第5回内国勧業博覧会（会場大阪，天王子公園 3月1
日~7月31日）
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1904(明治37)年4月30日 1セントルイス万国博覧会（会場アメリカ，セントルイス
会期4月30日~12月1日）
1905(明治38)年 リェージュ万国博覧会（会場ベルギー， リエージュ・コイ
ルト公園）
1905 (明治38)年 6月1日 1ルイスクラーク100年記念万国博覧会（会場アメリカ，ポ
ートランド 会期 6月1日~10月5日）
1906(明治39)年4月
1907(明治40)年4月
ミラノ万国博覧会（会場イタリア，ミラノ 会期4月~12
月）
ゼームスタウン万国博覧会（会場アメリカ，ゼームスタウ
ン会期4月~9月）
1907(明治40)年3月20日 1東京工業博覧会（会場東京，上野公園 会期3月20日~7
月31日）
［註］ここではわが国が海外博覧会に参同したもの，およびわが国と関係ある万国博覧会
を中心として表化することにした。名称はわが国の出典によりまちまちであるが，な
るべくよく知られている名称を掲げることにした。なおケンシントンは，現在ではケ
ンジントンと発音するので，それに従った。
国内博覧会を加えたのは，海外博覧会と同時に国内産物を出品する場合があるから
である。主に参考にしたのは下記の文献である。
The Books of the Fairs, Materials about World's Fairs, 1834-1916, in the 
Smithsonian Institution Library, 1992. 
山本光雄『日本博覧会史』理想社昭和45年6月1日 238~296ペー ジ。
第四章 わが国の参同した海外万国博覧会
永山定富『内外博覧会総説並に我国に於ける万国博覧会の問題』水明書院 昭和12年
12月10日
藤本荘太郎の逝去ののち，その事業を引き継いだ児山司真が藤本商会の名
の下に，出品している場合があるので，この資料では明治40(1907)年までの
博覧会を掲げてある。
これらの万国博覧会に藤本荘太郎がどのような緞通を出品しているのかを
検討することにするが，それには出品をする藤本自身の意向が，
(1) 藤本が意識的に出品しなかった。
(2) 藤本が，意図的に出品しなかった。
(3) 博覧会開催の通知がなかったため，出品しなかった。
110 
堺緞通と藤本荘太郎（角山） 405 
(4) 博覧会開催を知っていたが，出品しなかった。
の条件を考慮にいれて置くことが必要である。これらの出品は，本人の意思
によるもので，出品物が完成しなかったこともあり，準備が間に合わなかっ
たこともあろう。また現在では出品目録が存在せず，授賞目録だけの場合も
あり，どのような品目が出品されたものか，検出することに困難の場合もあ
る。このことは国内の場合でも，同様なことが考えられる。ここではなるべ
くこれらのことを考慮にいれ，探索することにする。
4. 国内博覧会
国内博覧会は，明治4(1871)年に京都で準備的に開催されたのち，それ以
後，毎年，御所・仙洞御所などで開催せられ，明治34(1901)年にまでおよ
んでいるが，開催年度によっては，その時期の目的に応じ名称を変更し開催
することになる。このような方式を，京都に見習い各地で地域振興として開
催されているが，単なる形式だけに終り，内容が不明な場合もある。
現在，資料で明らかになることは，つぎの表の通りの府県で開催されてい
るが，出品目録を出している府県では，開催されている事が明らかであるが，
目録を出版していない府県も多いので，それを探索するに時間を要するため，
それが終了するならば，最終的に藤本の出品数は増加するはずである。
とくに堺県であった時期には，奈良県のものと合わせて出品している場合
があり，奈良県の出品目録にも注意することが必要であろう 3)0
開催年
［表J2. 国内博覧会開催
名称 1 場所
? ?
明治4(1871)年 1大学南校物産局博覧会 九段招魂社
文部省 湯島聖堂
京都博覧会 西本願寺
明治5(1872)年 1文部省博覧会 湯島聖堂
5月5日~5月30日（旧）
10月1日~11月1日（旧）
10月10日~11月11日（旧）
3月10日～（旧）
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京都博覧会 I知恩院，建仁寺 I 3月10日~(50日間）（旧）
西本願寺
和歌山博覧会 鷲森本願寺 5月20日~6月10日（旧）
厳島展覧会 厳島 6月10日~7月10日（旧）
金沢展覧会 10月～（旧）
岡崎博覧会 額田県（現愛媛県）専福寺
土浦博覧会 新治県
明治6(1873)年 I京都博覧会 御所・仙洞御所 3月10日~5月30日（旧）
茨城博覧会 3月15日~3月31日（旧）
福岡博覧会 3月20日~4月20日（旧）
事比羅博覧会 香川県事比羅神社 3月 ~4月（旧）
I 高知博覧会 高知城 4月 ~100日間（旧）
山下御門内博覧会 4月15日~7月31日
松本博覧会 松本城 1月10日~12月24日
度会博覧会（現三重県）
岡山博覧会
奈良博覧会 東大寺真言院
明治7(1874)年 1山下御門内博覧会 3月~(50日間）
京都博覧会 御所・仙洞御所 3月1日~6月8日
新潟博覧会 伯山神社 6月1日~7月4日
愛知博覧会 名古屋東本願寺
金沢博覧会
明治8(1875)年 1新吉原博覧会 2月15日~(30日間）
京都博覧会 御所・仙洞御所 3月1日~6月8日
奈良博覧会 3月1日～
熊本博覧会 5月
新潟博覧会 6月17日~7月1日
明治9(1876)年 1京都博覧会 御所・仙洞御所 3月15日~6月2日
奈良博覧会
富山博覧会 大法寺 I 9月1日~9月20日
松本博覧会
彦根博覧会 彦根城
堺博覧会 南宗寺 4月10日~(60日間）
明治10(1877)年 1京都博覧会 御所・仙洞御所 3月10日~6月2日
奈良博覧会
愛媛博覧会 I松山公園 I 4月10日~5月29日
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堺博覧会 南宗寺
第1回内国勧業博覧会 東京・上野公園
明治11(1878)年 1京都博覧会 仙洞御所・大宮御所
奈良博覧大会（第四次）
明治12(1879)年 I奈良博覧会
大聖寺博覧会
琴平博覧会
明治13(1880)年 奈良博覧会
宮城博覧会 仙台西公園
琴平博覧会 琴平宮
明治14(1881)年 第2回内国勧業博覧会 東京上野公園
明治15(1882)年 京都博覧会 御苑内
奈良博覧会 大仏殿内
明治17(1884)年 ！奈良博覧会 大仏殿内
京都博覧会 御苑内
大阪博覧会 公立博覧場
明治18(1885)年 京都博覧会 御苑内
奈良博覧会 大仏殿内
明治19(1886)年 奈良博覧会 大仏殿内
明治20(1887)年 堺市製産物品評会 妙国寺
明治21(1888)年 堺市製産物品評会 妙国寺
明治22(1889)年 堺市製産物品評会 妙国寺
明治23(1890)年 第3回内国勧業博覧会 東京・上野公園
明治28(1895)年 堺市製産物品評会 妙国寺（第四回）
第4回内国勧業博覧会 京都・岡崎公園
明治36(1903)年 I第5回内国勧業博覧会 大阪・天王寺公園
407 
4月10日~7月8日
4月1日~5月31日
3月10日~6月22日
8月1日~10月8日
3月15日~6月15日
3月1日~6月30日
3月1日~6月8日
3月1日~5月28日
3月1日~5月28日
3月1日~6月8日
3月5日~6月22日
12日間
4月1日~7月31日
4月1日~7月31日
3月1日~7月31日
［註］博覧会を主に集計したが，堺のみは一部に品評会を加えた。
「京都博覧会について」『万国博覧会の研究」吉田光邦編 1986年2月25日
「製商務省報告」（第 1~2回）農商務省［「明治前期産業史資料』第4集(1)~(3) 明
治文献昭和39年1月25日に収む］
「農商務省報告」（各年度）農商務省［「明治前期産業史資料』別冊17(1)~(5),18(1) 明
治文献昭和41年10月15日に収む］
なお『各府県市史jも参照にして作表した。
この表のうち，地方で開催される博覧会は，名称を博覧会に統一されてい
ないもの，たとえば奈良博覧大会とするような名称が付けられているもの，
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共進会とほとんど変わりがないもの，公式に開催されたもの，など名称がま
ちまちであるため，『出品目録』『授賞目録』に記載もれしているものがある
が，現在では調査が行きとどかなかったので発行されたものか明らかでない。
この博覧会に対応する藤本荘太郎の製造品を出品したかを，時系列を追っ
て見ていく。現在残されている資料を，できる限り探索することにしている
が，何分とも個人の調査では限界があるため，見落としていることがあるで
あろう。
［表] 3. 藤本荘太郎の博覧会への出品状況
年月日 博覧会事項
明治 6(1873)年3月1日1 ウィーン万国博覧会
段能巾長 製織模様壱ヶ年織高 l 
産地堺県和泉国大鳥郡堺車ノ町織エ姓名藤本荘太郎
「段通ハ肥前製ノ物ヲ出品セシニ当時既二外国用二適ス
ルコトヲ認メラレシカバ後明治九年米国費拉徳ノ博覧会
ニハ大阪堺製ノ物ヲ出品シ続テ十一年仏国ノ博覧会ニモ
亦出品セシニ仏国ヨリー万ヤールノ注文ヲ受ケタリ （後
略）」（『澳国博覧会参同記要』による）
明治10(1877)年12月 1天皇へ行幸の際，堺緞通「藤本荘太郎謹製」を天覧に供
する。
（『堺市史』堺市役所昭和 5年，『二府四県采覧報文』
開拓使明治13年）
明治10(1877)年8月21叫第一回内国勧業博覧会
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第二区第六区 和泉国堺区車ノ町藤本荘太郎
(1)段通絹糸東大寺模様御物模様
(2)段通絹糸シナ模様
(3)段通絹綿糸花菱形
(4)段通河州綿糸諸寄糸雲ノ丸
(5)段通淡州綿糸二合糸鶴菱模様
(6)段通河州綿糸三合糸大繋丸
(7)段通紡績所糸綸子形
(8)段通泉州綿糸向ヒ蝶形
(9)段通和州綿糸雷門繋ギ
堺緞通と藤本荘太郎（角山）
(10)段通二合寄綿糸佐賀羅
(1)段通羊毛鉄仙模様
(12)段通編込綿糸寿カコウモリ
(13)段通編込綿糸雲繋
(14)段通編込綿糸葉付唐草
(15)段通編込綿糸古鏡形
(16)段通綿糸貫繋
(17)段通綿糸輪圭織シンサガラ模様
(18)段通綿糸牡丹崩シ
(19)段通綿糸角繋
(20)段通綿糸雷門巴花丸
(20段通綿糸唐草牡丹
(2)段通権皮花ノ丸
(23)段通座布団絹糸 シナ形
(24)段通座布団綿糸諸寄糸絹糸鳥ノ丸
(25)段通座布団綿糸三合糸絹糸垂繋ギ
(26)段通座布団綿糸三合糸絹糸 象ノ丸
('l)段通座布団綿糸三合糸絹糸龍ノ丸
(28)段通座布団綿糸三合絹糸八ッ手車
(29)段通座布団綿糸三合絹糸牡丹唐草
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明治10(1877)年 8月21日I[出品者］東京府京橋区尾張町新地 小倉万次郎
明治11(1878)年 4月11日
堺県堺車ノ町 藤本荘太郎
(1)段通綿糸東大寺古代模様染込ミ模様
(2)段通綿糸鼠地古代模様染込ミ模様
(3)段通綿糸鼠地シナ模様織込ミ四方橡雷紋模様
(4)段通綿糸鼠地シナ蝙蝠織染込模様
(5)段通綿糸鼠地古代花鳥模様染込模様
(6)段通綿糸鼠地花鳥散シ模様染込模様
(7)段通綿糸 茶地藍白花菱総模様染込模様
(8)段通綿糸藍鼠地紗綾形牡丹模様織込
鳳紋段通和泉国大鳥郡堺 藤本荘太郎
家常ノ用毯織得テ温軟其価亦貴トカラズ但染彩トニ於テ
一層ノ精ヲ加ヘバ販路益々広カルベシ巧熟勉励ノ巧ヲ観
ル（『審査評語』）
本場真田織ほか 5種
斗量
堺藤本荘太郎
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明治11(1878)年 5月1日1パリ万国博覧会
明治11(1878)年
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第二部廿ー小区敷縣類其他室内二用フル織物
賞状綿段縣敷物堺県下藤本荘太郎
「称賛最モ高カリシハ藤本荘太郎ノ堺段通ナリ独リ其模
様染色ノ奇異ナルノミナラス其価格ノ廉ナル物質ノ堅固
ナル等実際的使用上二於テ愛玩セラレタルカ如シ」（『出
品目録』）
この年堺段通，米仏国への輸出を開始（『堺商工会議所百
年史』）
第四次奈良博覧大会
和泉国第壱大区堺車ノ町藤本荘太郎
二区六類ー合糸色
一糸方言伝甫イト
一巡査服章二種
一沓紐
一洋糸真田織四種
ー同玉子色五種
ー同小豆色
ー同柿色
ー同紺色筋入
ー同青緑
ー同萌黄片縁
ー同紺萌黄筋入
ー同太綿蚊帳釣
ー小倉織綿布
一摺込段艇十種
二区七類一綿羊毛織段艇
二区八類一金モール織
ー銀モール織
一絹織段既
一真田桃山織四種
ー海軍省用品白ラブ四種
一絹真田単織
二区九種一真田織帯
一襟飾二種
一襟飾二種
一帯真田織
堺緞通と藤本荘太郎（角山） 411 
明治13(1880)年 8月20日I宮城県博覧会
第二区 車ノ町藤本荘太郎
段通一畳敷 一枚
同二畳敷 二枚
同四畳敷 一枚
明治14(1881)年 3月1日1第二回内国勧業博覧会（「出品目録』）
大阪府第二部第十類 和泉国堺区［車ノ町］ 藤本荘太郎
(1)真田紐 河内糸 王マ子色
(2)真田紐 河内糸 王マ子色
(3)真田紐 河内糸 王マ子色
(4)真田紐 河内糸 王マ子色
(5)真田紐河内糸王子色
(6)真田紐洋糸縞
(7)真田紐洋糸縞
(8)テープ洋糸晒
(9)矢筈洋糸紺無地
(10)ランプ真洋糸
(1)ランプ真洋糸
(12)靴紐洋糸縞
大阪府第二部第十類 和泉国堺区［東之町］ 藤本荘太郎
(1)段通絹糸東大寺御物模様
(2)段通絹糸シナ形
(3)段通絹綿糸花菱形
(4)段通河内綿糸諸寄糸雲ノ丸
(5)段通淡）・lI綿糸二合糸鶴菱模様
(6)段通河州綿糸三合糸大繋丸
(7)段通紡績所糸綸子形
(8)段通泉州綿糸向ヒ蝶形
(9)段通和州綿糸雷門繋キ
(10)段通二合寄綿糸佐賀羅
(I)段通羊毛鉄仙模様
(12)段通編込綿糸寿カウモリ
(13)段通編込綿糸雲繋
(14)段通編込綿糸葉付唐草
(15)段通編込綿糸古鏡形
(16)段通綿糸貫繋
(17)段通綿糸輪奎織シンサガラ模様
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明治20(1887)年9月
(18)段通絹糸牡丹崩シ
(19)段通綿糸角繋
(20)段通絹糸雷門羽花丸
(2D段通綿糸唐草牡丹
(2)段通植皮花ノ丸
(23)段通座蒲団絹糸 シナ形
(24)段通座蒲団綿糸諸寄糸絹糸鳥ノ丸
(25)段通座蒲団綿糸三合糸絹糸垂繋キ
(26)段通座蒲団綿糸三合糸絹糸像ノ丸
(27)段通座蒲団綿糸三合糸絹糸龍ノ丸
(28)段通座蒲団綿糸三合糸絹糸八ツ手車
(29)段通座蒲団絹糸三合糸絹糸牡丹唐草
有功賞牌白茶地絹段通大阪府堺区東ノ町藤本荘太郎
「模様甚精密ニシテ花章頗ル鮮明配色モ亦佳ナリ此他数
種ノ段通皆之卜比肩セサル無ク而テ販額亦頗ル多シ其有
功甚夕嘉賞ス可シ」（『審査評語』）
西国バルセロナ万国博覧会
第140条純粋毛段通及ヒ他物質ヲ混入シタル毛段通
我綿段通類モ此部二入ル
段通銅牌 1 大阪藤本荘太郎
明治22(1889)年 Iパリ万国博覧会
大阪府銀賞出品種別21 藤本荘太郎
明治26(1893)年2月23日1 「麻製のものは，幅六尺（約180センチ），長さ九尺（約270
センチ）の一枚は，鼠色地に栗茶色を以て，堺段通製織図
及大日本大坂府堺市藤本荘太郎の文字を顕し，其中央に
女職工三名にて操業し，傍らに糸繰二名の就業せる図を
織出したる如き，頗る精巧なり」（『時事新報』）
明治26(1893)年4月1日1藤本堺商業会議所会頭は海外輸出品の拡張を図らん目的
にて市俄高博覧会に出張せんとす其同行者は皆川精氏に
て愈来月十二日横浜出発の郵船にて其途に上らん予定な
りと氏は夫の本邦出品の事を斡旋せるメーソン氏に渡米
の土産として日本全図を写せる金牌（価格三百余円）を
贈らん考なる由（『朝日新聞』）
明治26(1893)年5月1日1シカゴ・コロンブス世界博覧会（臨時博覧会）
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H之部第106部「レース」，刺繍品，粧飾品，造花，扇
子等第670類手織段通
絹，麻，毛，綿敷物及段通 大阪府 藤本荘太郎
明治26(1893)年11月
堺緞通と藤本荘太郎（角山） 413 
堺段通ノ調査 堺段通商組合 藤本荘太郎
「堺段通ハ近来年々其歩ヲ進メ内外需用日々旺盛二赴力
ントスルノ気運二際セルヲ以テ今回ノ大博覧会二於テハ
必ス十分二我伎値ヲ示シ彼百年一意匠ナル土耳其段通ヲ
圧倒シテ我手織段通ノ勢カヲ欧州市場二発揚セン事ヲ期
望セシニ恨ラクハ製造者用意浅薄品質佳良ナラサルヲ模
様普通ニシテ意匠上更二思考ヲ費セシ者ナク（後略）」
明治26(1893)年12月10日1堺段通ノ調在 堺段通商組合藤本荘太郎
堺段通ハ年々内外諸国ノ需要ヲ増加シ日二益々盛況二進
ミ，将来二於テモ亦大二望ミヲ属スヘキ見込アリ，且ツ
製造販売トモ目下何等ノ弊害ナキモノミナラス製産品中
ノ八九ハ海外ノ輸出品二係リ殊二総テノ供給ハ契約二依
リテ製出スルモノナレハ，当地商人ノ手持品等ハ奄モ之
レナシ（後略）」（『産業』第2号）
明治27(1894)年2月5日1米国特約販売店メーソン夫妻が堺に来訪する，その招聘
を藤本が勤める
明治28(1895)年4月10日lo段通王 藤本荘太郎商店よりの申入れによる
堺段通製造高等取調
全市工場に関する分 藤本荘太郎工場の分
工場個所 2,500余戸 1,880余戸
1ヶ年製造高 1,350,000畳 1,115,000畳
右価額 2,160,000余円 1,784,000余円
lヶ年織エ賃 405,000余円 335,000余円
織エ人員 23,000余人 17,000余円
明治28(1895)年4月1日1第四回内国勧業博覧会
第六類衣服・装飾具其他雑品
釣寝網堺市車之町東一丁堺起業合資会社藤本荘太郎
麦翡帽子堺市車之町 藤本荘太郎
絹糸段通(1) 製・安枝与市
洋糸段通(2) 製・大野熊次郎
絹糸段通(3) 製・大野熊次郎
綿糸段通(4) 製・久我田鶴
麻糸段通(5) 製・安枝与市
麻糸段通(6) 製・和田源次郎
麻糸段通(7) 製・森源吉
麻糸段通(8) 製・藤市松
麻糸段通(9) 製•藤万次郎
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綿糸段通(IO) 製・木地平次郎
綿糸段通(Iり 製・木地清次郎
綿糸段通(12) 製・小西清三郎
綿糸段通(13) 製・大野熊次郎
綿糸段通(14) 製・近田源次郎
綿糸段通(15) 製•藤田政吉
麻糸段通(16) 製•田川卯之助
麻糸段通07) 製・大阪弥三郎
麻糸段通(18) 製•福井徳松
麻糸段通(19) 製・奥田重吉
麻糸段通(20) 製・大野熊次郎
麻糸段通(2り 製・杉井辰三郎
綿糸段通(2) 製・大野熊次郎
綿糸段通(23) 製・大野熊次郎
綿糸段通(24) 製・安枝与市
綿糸段通(25) 製・久我田鶴
綿糸段通(26) 製・大野熊次郎
綿糸段通(27) 製・大野熊次郎
審査報告段通類
主任平賀義美他
審究官飯田新七
斎藤宇兵衛
藤本荘太郎
阿部孝助
斯業ノ各地二創起スル年久キニアラス輸販ノ海外二開発
スル亦晩近ノ事トス而シテ進度急速勢ヒ奔馬ノ如ク駿々
トシテ己マザルモノヲ求ムレハ何人モ本品其ータルヲ断
言スルニ躊躇セサルヘシ其今回出陳ノ敷物中二於テ特二
観客ノ視線ヲ惹キタル所以ノモノ立惟絢爛目ヲ眩スルモ
ノアルノミニ止マランヤ
授賞人名録 第一部有功ー等費
段通各種大阪府堺市車之町 藤本荘太郎
多年カヲ段通ノ製造二尽シ専ラ販路ノ拡張ヲ図ル出陳ノ
各種組織精巧ニシテ疎密宜キヲ得紋様配色能ク和洋ノ粋
ヲ抜キー地ノ産業随テ興ル其功績著シ
部長前田正名
審査官平賀義美
堺緞通と藤本荘太郎（角山）
（『出品目録』『審査報告』『授1't人名録l)
415 
山口半六
山口務
飯田新七
斎藤宇兵衛
阿部孝助
明治28(1895)年 5月11日1第四回堺市製産物品評会
釣寝網進歩三等買
車之町東壱丁堺起業合資会社々長
段通進歩ー等賞車之町
麦随帽子進歩二等賞
車之町束壱丁堺起業合資会社々長
玉簾有功三等賞
車之町東壱丁 堺起業合資会社々長
竹簾有功三等賞
藤本荘太郎
藤本荘太郎
藤本荘太郎
藤本荘太郎
車之町東壱丁堺起業合資会社々長 藤本荘太郎
械器褒状車之町 藤本荘太郎
明治29・30(1896・7)年i「（前略）明治十一年藤本荘太郎は外国貿易商人の手を経
て米•仏両国に輸出したるに頗る外人の趣好に適し需用
年を逐ふて進み製造家亦日に月に増加したり。（中略）
尚ほ藤本荘太郎と謀り続て両人に織立しめ販売せり，そ
の後慶応元年の交には藤本，村田の両家亦織機を備へ製
織に従事し，漸次販路の増すに従ひ堺及ひては皆競ふて
之に従事し今や摺込段通は，住吉村近傍に於て製織する
に過ぎず（後略）」
明治33(1900)年
（農商務省編『工場視察報告』織物之部 農商務省商務局）
パリ万国博覧会
花筵緞通及竹細工類
段通各種
竹珠簾
釣寝網各種
大阪合資会社藤本荘太郎
大阪藤本荘太郎
ママ
大阪藤本庄太郎
［註］東京国立文化財研究所芙術部編『明治期万国博覧会美術品出品目録』中央公論美術出
版平成9年5月201=:1
その他「出品目録l『審査報告，lにより作成したが，これ以外にも存在するであろう。
藤本荘太郎は，明治340901)年7月28日に逝去しているので，明治33(1900)年パリ万
国博覧会への出品は，会社組織によるもの，および後継者によるものと思われ，その
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うち釣寝網（おそらくハンモック），竹珠簾を出品しており，単に緞通だけを製織し
出品したのではない。その『出品目録』に藤本庄太郎とあるのは，誤植であろう。
ここでは国内博覧会で，藤本荘太郎の出品が，どのような製品であったか，
つまり明らかになるのであれば，どのような材質・文様・寸法であったかを
検討するものであるが，まずどの時点でなにを出品することを試みようとし
たのかを集計することにする。
緞通技法の全体を掲げそれらを比較しなければ，技法全体の伝播が佐賀・
兵庫・住吉・堺を除いて，日本各地に伝播したかは明らかにはできないが，
各地の業者は，それぞれ独自の技法を考案して競い合っていた。その目的と
するところは，他の同業者より安価であること，文様には独自のもの，ある
いは契約にしたがい，どこよりも早く製織し輸出することをねらっていた。
製品は勿論，木綿であったが，価格を下げるため，明治17(1884)年秋に始
めてゴロス（麻袋を解きほぐす）の糸で製織する麻緞通がつくられた。これ
らは好評を得て，明治19(1886)年冬から輸出をすることになったといわれ
る鸞
5. 藤本荘太郎の年譜と出品
ここでは彼の年譜を掲げることにするが，単に緞通のみを本業としたので
はなく，この地方における伝統的な織物である真田織，およびそれに関連す
る小物を製織するのを本業としており，一般の記述において緞通の発展を望
んでいたことが書かれ，緞通のみを本業にしていたかのごとき印象をもたれ
ているが，もとから緞通のみを家業として営んでいたのではなかったのであ
る。
彼の出品からみると，ウイーン万国博覧会への出品が最初にあげられるが，
これらは博覧会事務局の指示により，肥前の鍋島緞通とともに日本でも製織
されている現状を 1点ずつ見本として提出している。このときは堺緞縣は好
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評とまではいかず肥前・鍋島緞通が授賞しているのである。そのことは鍋島
緞通の製織が古く，経験を積んでいたことによるものであろう。「段通は肥前
製のものを出品せしに，当時既に外国用に適することを認め等れしかば」と
あり叫このとき日本の緞通は欧州の人たち，ひいては審査員に敷物としての
市民権を得たのであった。それらは博覧会をきっかけとしたものであり，こ
のような機会がなければ，日本の敷物が世界に認識されなかったであろう。
なお明治10年の内国勧業博覧会が，東京で開催されているが，その展示品
と全く同じものを，明治14年の第2回内国勧業博覧会に，家業の雑貨を加え
て展示している。これらの展示は，主催者側からの要請によるものか，ある
いは藤本荘太郎による第 1回内国勧業博覧会の再展示であったか，疑問の残
るところであるが，第1回の展示品を， 4年後の第2回にまで販売すること
なく保存して置いたことである。この明治前期には，一般的にいって緞通は，
茶室・床几の敷物，あるいは西洋建築の床に敷かれる敷物として需要があっ
たが，まだ周知のものでなっていなかったので再展示したらしい。
明治10(1877)年に堺・南宗寺で開催された堺博覧会では，藤本の意図が
家業の勃興にあり，地元の博覧会に真田織を中心に 5種の展示品，斗量（マ
スハカリであろう）を出品している。一方では同時に開催の第 1回内国勧業
博覧会に，国の内外に製品の可否を示すために緞通を出品している。このよ
うに緞通と真田織を自己の出品目的に応じて緞通を東之町で製織するか，ぁ
るいは下請に任していたらしい。
第4回の出品では，すべての製作者名が，記載せられ製作者の尊重がみら
れることで，藤本はまた別の立場から，通例のごとく家業の真田織類を出品
しているのであり，出品にかける意図は緞通のみに執着していたのではない。
第1回でも藤本の工房だけではなく，製作依頼（下請）したものも出品に含
まれているので，原則的に役割に応じて出品と製作の職能に分離している。
藤本は最後の段階まで家業を維持し，さらに生産拡大をする景況であり，緞
通のみに努力したのは緞通業界のためであり，勢力的に博覧会に出品したの
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ではなかった。
藤本荘太郎は，たしかに堺での緞通の製織には，自己の地位を利用して地
場産業の育成に努力を惜しまなかった。事業拡張の時期は，年次を追って掲
げると，
明治250892)年3月堺起業合資会社
明治27(1894)年 1月堺緞通原糸合資会社
明治31(1898)年12月合資会社藤本商会
であるが，いずれも堺緞通の生産拡大があり増収が見込まれたので，それに
伴い自己資本により設備を拡張したのであろう。そのために急激な設備の拡
張は，需要に応じる適切な生産設備には対応しなかったのである。素材の麻
糸（麻袋の解糸を使用していた）を供給する原給資会社を設立するが，翌明
治28年にはアメリカからの品質苦情がまい込み生産過剰に落ちいる。また新
しく雑貨を製造する起業合資会社は，緞通の製造の好況につれて家業の真田
織から発展したもので，逐次設備の増設をしていき，博覧会などへの出品に，
その製品が加わるが，量的には多くはなく，新製品を提示するだけにとどま
った。
その全経歴の一部は，彼の提出した経歴目録によったが，それ以外は，博
覧会への出品目録，賞状，新聞記事などによることにした。
開催日
［表]4. 藤本荘太郎経歴
事 項
天保2 (1831)年3月 1 製織（真田織）の創業を開始する（『商業資料』第1巻
第1号）
嘉永2(1849)年4月21日 I大阪府下堺市車ノ町に生まれる，世々真田織紐の製造
をもって家業とする
明治6(1873)年5月1日 ウィーン万国博覧会に緞通を出品する
明治6(1877)年2月 明治天皇行幸西下，藤本荘太郎の製織した緞通を堺県
庁で天覧に供する
明治10(1877)年8月21日 第1回内国勧業博覧会に出品
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東京市京橋区銀座4丁目に支店を設け太田要太郎をし
て監督せしむ
明治11(1878)年3月 I堺商業会議所副会頭となる（大阪商法会議所会頭五代
友厚氏の勧誘による）
明治12(1879)年4月9日 1 聖上には本日午前第九時の御出門にて王子辺へ臨幸あ
らせ玉ふ由に承る此御道すがら本郷なる華族前田氏の
邸へ臨御なるに付き同家にては御待受の支度とも取々
なる中に是まで座敷向へ敷設けられたる洋製の絨既を
取退け新たに泉州堺の藤本某が製造する綿慨通を府下
の売捌所尾張町の小倉方より取寄せ既に昨日までに八
十畳ほど敷込れたるよし是も先頃より家具調度類にい
たるまで成るたけは内国製の物品を用ゆるやうとの厚
き御趣意を奉せられしなるべしと心ある人は感じあへ
り
明治12(1879)年5月9日
明治12(1879)年
明治12(1879)年10月
明治12(1879)年12月
明治13(1880)年5月
明治13(1880)年8月25l:I
（『東京日日新聞』第2199号 310ページ，第2段）
「資本拝借願」（商業資本金5,000円）を税所篤氏に提
出許可（『府県史料』）
大阪市南久宝寺町に支店を設ける（管理者深江愛三氏）
緞通を献上し，金25円を下賜される
堺緞通商仲間を組織す
堺商業集会所会頭に当選す
（前略）堺段通の織元は東ノ町藤本荘太郎と云ふ工場は
同町近傍にて十五ヶ所なり織機（廿四尺ヨリ三尺迄）
百七十挺職工五百人余段通の創織は何れの地たるを詳
かにせず本地に開業せしは寛政年間旧絹屋町に住せし
泉和兵衛にして当時の藤本荘太郎は之れが売買を主と
せりと天保年間に利兵衛故ありて絶家せしにより其物
産の共に廃れんことを患ひて此業を次げり而して万延
年間新に摺込模様を工風し（以前は刷毛を以て摺画せ
しよし）製造怠らざれども其産出極めて僅少なり然る
に維新以後一時舶来敷物の流行に際し殆んど廃業に至
らんとするの景況なりしが花紋編模の時好に適するを
考へ輸出品の一部分に加へしめんとを企望し梢や其順
序を得澳国博覧会に出品し尋で第一回内国勧業博覧会
の挙あり加之内国品需要の世運に際し愈々勉強倦まず
遂に今日の盛大を致せり
（『東京日日新聞』第2613号 779ページ，第2~3段）
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明治13(1880)年
明治14(1881)年
明治17(1881)年 9月
明治20(1887)年
明治21(1888)年
明治21(1888)年 9月
明治22(1889)年 1月
明治22(1889)年1月
明治22(1889)年
明治22(1889)年 3月
明治24(1891)年1月
明治24(1891)年4月
明治24(1891)年 9月
明治24(1891)年11月
明治24(1891)年12月
明治25(1892)年 2月
明治25(1892)年 2月18日
明治25(1892)年3月
明治25(1892)年 4月
明治25(1892)年 5月
明治25(1892)年11月
明治26(1893)年 1月
明治26(1893)年3月
明治26(1893)年
明治26(1893)年 5月1日
明治26(1893)年 5月12日
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北海道開拓使長へ履々召され堺緞通の賞賛するところ
となり，幅四間・長五間の緞通を製織し，函館の陳列
所に納める
大阪府達甲第222号堺緞通商申合規約
大阪府勧業諮問会員となる（大阪府）
第一回堺市製産物品評会開催
第二回堺市製産物品評会開催
第三回関西府県聯合共進会織物審査委員
堺緞通商組合長当選
堺商業集会所会頭当選
第三回堺市製産物品評会開催
第三回堺市製産物品評会委員
堺緞通組合組合長当選
東洋敷物博覧会開催，於ウィーン
堺緞通商組合長当選
臨時博覧会（コロンブス世界博覧会）事務委員嘱託
臨時博覧会事務局評議員
大阪府工産物品評会出品奨励委員嘱託（会場大阪博物
場，会期 9月21日~10月20日）
コロンブス記念世界博覧会に出品する堺緞通五十余点
を堺勧業場に陳列し，大阪府の要人，一般人に縦覧さ
せる（『時事新報』）
堺起業合資会社（堺市車ノ町東一丁目，社長藤本荘太
郎，資本金一万円）設立
北米万国博覧会名誉会員に推薦
第四回関西府県聯合共進会織物審査委員
住吉緞通組合と連合す
堺緞通組合組長と当選
堺商業会議所会員当選
評議員（出品選択委員）任命，普通商品部藤本荘太郎
コロンブス記念世界博覧会，於シカゴで開催（会期は
10月30日まで）
横浜から郵船にてシカゴに向け出発
「藤本堺商業会議所会頭は海外輸出品の拡張を図らん
目的にて市俄古博覧会に出張せんとす。其同行者は皆
川精氏」（『時事新報』）
明治26(1893)年6月
明治27(1894)年2月2l=l
明治27(1894)年2月5日
明治27(1894)年4月
明治27(1894)年6月
明治27(1894)年12月
明治28(1895)年3月
明治28(1895)年 5月1日
明治28(1895)年5月
明治28(1895)年9月
明治28(1895)年9月
明治28(1895)年10月
明治29(1896)年 1月
明治29(1896)年2月
明治29(1896)年2月
明治29(1896)年5月
明治29(1896)年 7月
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堺緞通原糸合資会社（堺市材木町字大道．社長藤本荘
太郎，資本金二万円）設立
緑綬褒章を受ける（第126号）
夙二祖父ノ遺業ヲ継承シ克ク緞通ノ製造二励マシ刻苦
鑽研遂ニ一種機抒ヲ発明シ品質精良経緯麗密大二世人
ノ嗜好二適シ声価頓二騰ル是二於テ販路ヲ海外二開キ
輸出年二増シ産額月二加フルノミナラス轍チ市ノー大
物産ヲ興スニ至ル洵二実業二精励シ衆民ノ模範トス
（以下例文）［『紅・緑・藍綬褒章名鑑』総理府賞勲局
編昭和55年5月30LJ]
米国特約販売店主メーソン氏夫妻堺に来訪（メーソン
は横浜拾番商館），藤本は接待を努める，縦通生産の促
進と．販売拡大が図られる
臨時博覧会事務局評議員
大阪五二会本部評議員特選
堺緞通商組合議員当選
第四回内国勧業博覧会審査官（第一部）
第四回堺市製産物品評会評議員
藤本荘太郎「段通業者に保護の儀に付嘆願」
「（前略）米国市場二輸出シ大イニ好評ヲ得，同国商人間
ノ買ヒ競争ヲナスニ至リ，俄カニ膨張シテ需用卜供給
ト相伴ハズ，唯応急ノミ之レ努メ，品質ノ善悪二至テ
ハ監別スル暇ナク．実二製織高二百六十万円ノ多キニ
達シタリシニ，明治弐十八年五月二至リ，続々粗悪品
表ハルル為メ，既二申込ヲ受ケタル注文品スラ取消ヲ
ナスニ至リ，大ヒニ沈滞ノ姿卜変セリ（後略）」
大阪府令（第四九号）大阪府段通取締規則公布
対米輸出品の苦情が増加したので輸出品の取り締まり
を強化するため大阪府で取締規則を公布するが，この
段通組合に参加関係することになる。
大阪府段通組合創立委員問屋部選出当選
大阪府段通組合第一区問屋部議員当選
大阪府段通組合議員当選
大阪府段通組合部長当選
第三回五二会大会問題調査委員推鹿
大阪府段通組合研究会々員当選
神戸市製産物組合品評会審査委員嘱託
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明治29(1896)年10月
明治30(1897)年3月
明治30(1897)年3月
明治30(1897)年4月
明治31(1898)年2月
明治31(1898)年2月
明治31(1898)年10月
明治34(1901)年7月28日
明治35(1902)年5月28日
大阪府段通組合議員当選
堺商業会議所会員半数改選
堺商業会議所会頭当選
関西聯合府県共進会審査委員嘱託
大阪府段通組合組長当選
東京出張店を移転（東京市京橋区銀座四丁目大通り東
側）
重要輸出品同業組合法により組織を改正
逝去，享年54歳，善教寺（堺市宿屋町東三丁目）に葬
る
藤本荘太郎逝去ののち，児山司真は事業を受け継ぎ，
児山合資会社（堺市宿院町西一丁目）を設立
［註］以下の資料を中心に作成した。
「藤本荘太郎履歴書」『堺市史料』 137工業(3)
「段通王藤本荘太郎一件」『堺市史料』 137工業(I)
この年表で明らかであるが，彼は生まれながら家業を引き継ぎ，三谷岩蔵
の地道な製作と出品活動と比較して，官財界に積極的に乗り出し地場産業の
育成に努力をつとめ日本の敷物から，世界の敷物へと古くから世間に衆知の
ペルシャ・トルコ緞通に参入し，堺緞通を知らしめるためあらゆる海外の博
覧会に出品し多大なる成果を修めた。
ペルシャ・トルコ緞通が全世界の市場を制覇していたとき，その文様・羊
毛材質，高価な手織緞通と上級階級の用途に満足せず，いままでとは一風変
わった日本の緞通に興味を惹起させるとともに，労賃を切りつめた安価な製
品を一般の海外庶民に提供するという分野を展開したのであった。この時の
鍋島緞通は，一般の業者による生産ではなく，厚生会社（受刑者の授産施設）
によるもので，採算を度外視し非常に廉価な緞通を輸出したのであった匁
このことが海外で需要を起こすことになるが，最初は鍋島と堺の緞通生産
に注目された。とくに明治9(1876)年のフィラデルフィア万国博覧会，明治
11 (1878)年のパリ万国博覧会の両博覧会へ出品した堺緞通に注文がきたので
あった。このときのことを松尾儀助は，
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「（明治5年）段通ハ肥前製ノ物ヲ出品セシニ当時既二外国用二適スルコト
ヲ認メラレシカバ後明治九年米国費拉特ノ博覧会ニハ大阪堺製ノ物ヲ出
品シ続テ十一年仏国ノ博覧会ニモ亦出品セシニ仏国ヨリー万ヤールノ注
文ヲ受ケタリ」
とあり，出品により緞通の世評がたかまり，注文が舞い込むようになる。
ところが，
「余（註＝松尾儀助）大阪へ出張シ製造家三谷岩蔵へ談ジテ之ヲ製出セシ
メントナシ、二其頃ハ三ヶ年ヲ費サレバ出来セザルニ由リ需用者ノ望二
応ズル能ハズシテ止メタリ」
とあり，需要に対して生産体制が整っておらず，多量の注文に応じることが
できなかった8)0
それも三谷岩蔵へ注文を出すなど，まだ藤本荘太郎は世間に知られていな
かったか，生産設備が堺にはなく，頭角を顕わしつつあった藤本荘太郎は，
真田織を主とする家業から脱却し，海外からの注文に応じる生産体制を整備
するには事業資金の不足になやまされていた。それで勧業資金を借り入れる
ことを政府に援助を願い出たが許可されず，再び堺県に申しいれたところ許
可され建設に取り掛かり，緞通生産の増産をしたところわずか六カ月後に投
入した資金は返済されたとされる。そのことは増加する需要に応じる生産体
制が，この時期に整いつつあったとみてよい。それらは導入された時，三尺x
六尺の大きさの一畳物から，西洋建築に合わせて，次第に大きい四畳半，八
畳，十畳と拡大されていった。そのことは織機も大型のものにしなければな
らず，広い設置場所を必要としたのである。
緞通を明治10年代は，世界の緞通を認識させることに，力を注ぐことにな
り，明治24(1891)年の東洋敷物博覧会で，知見のものとなった。とくに堺
緞通には，他の地域，兵庫（赤穂）緞通，佐賀（鍋島）緞通では見られない
突出した生産拡大の現象で，関連的に輸出拡大に連なるが，その基底には藤
本荘太郎の積極的な努力による功績があった。
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藤本が最も活躍したのは，明治26(1897)年に開されたシカゴ世界博覧会
で，これまでの展示計画では，特定の出品者に限定されていたが，この臨時
博覧会では，各府県に出品協会が結成され，選定指定を受けた団体に出品を
委託するように改められた叫
準備段階の明治24(1891)年には，コロンブス400年記念の博覧会に際して，
いままで起立工商会社を出品委託人に特定の業者に製作を委託していたの
が，廃業したこともあり，新しく国内の各府県に出品協会を設け，出品物の
選定をすることにした10)0
藤本荘太郎は，臨時博覧会事務委員嘱託，臨時博覧会事務局評議員を委嘱
され，自己の製作品を博覧会に向けて50余点を出品すること，またシカゴ万
国博覧会を見学し，緞通の販売促進するために渡米することになり，その結
果，米国特約店メイソン夫妻を堺にまで招聘することを決定し，この博覧会
を機会に意欲的に行動することになった。とくにメイソン夫妻の招聘にとも
なう生産拡大と販売促進は，堺緞通の発展に役立つことになるが，対米輸出
は，このとき以後品質不良で苦情が舞い込むことになる。
そのことには，経過的にわが国の緞通輸出事情が存したのである。その原
因となるのは，
(1) 堺緞通の品質不良（麻緞通の染色不良，麻緞通の密度不良，いわゆる
若読）
(2) そのため大阪府は取締規則を制定したが（明治28(1895)年），未組合
員のアウトサイダーの行動に悩まされる。
(3) 取締に対抗して，安価で品質不良（粗製濫造）の緞通が多量に輸出さ
れたので，さらに苦情が申入れられることになる。
(4) アメリカの輸入規制のためには重関税もやむを得ないとの風潮を招く
ことになる。
と明治30(1897)年にいたるまでの日本緞通の米国における不評を経過的に
みることができる。藤本荘太郎は，このとき役職にあったが，市場の統制に
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は法律をもってしても抗しきれない業者独自の生活をかけての行動があった
が，いかにせん家業をゆずることになる。
6. むすび
この論文は，前に発表した論文が主として領事報告を資料としていたのに
対し，今回は，海外国内の博覧会への出品を中心とし，藤本荘太郎の業績を
加えて資料調査の不足部分を補うことにした。
藤本荘太郎の個人評を取り上げていないとの批判があったが，これはあく
までも論者の意向からでたもので資料の収集をまって順次取り扱うものであ
り，ここでは博覧会への出品を中心に書き上げたが，今後，また別の角度か
ら堺緞通を扱うことを予定している。
国内外の博覧会・共進会に，主として緞通を内外博覧会に出品するが，明
治20年代の後半からは，輸出の好況から事業を拡大して，在来の伝統雑貨の
真田紐類を生産拡大し，その上緞通の原糸を麻糸に頼っていたが原料不足の
ため，原糸の供給をする会社を設けることにした。このような事業の拡大と
輸出増大により，一時は好況が続くが明治30(1897)年のアメリカの関税率
引き上げにあって，急速に輸出の停滞を招くことになるが，緞通自体の販売
不振のみが，原因ではなく，そこには複合的な要因が存在したのである。
なお共進会，品評会の開催が，各地でおこなわれているが，紙数の都合に
より稿を改めて発表することにしたい。
［追記］
校正中に．つぎの展覧会が開催され，展覧目録が出版された。
東京国立博物館編『特別展覧 海を渡った明治の美術再見!1893年シカゴ・コロンプス世
界博覧会j東京国立博物館 平成9年4月3日に掲載の「コロンプス博覧会本邦出品図J掲
載写真30枚は，『臨時博覧会事務局報告附属図』臨時博覧会事務局 1895年 図版117枚に纏
められている（国立国会図書館蔵）ものと同じ写真で，それ以外の関係部分も写されている。
ただこの文献からは，吉田光邦「万国博覧会』 (NHKプックス）日本放送出版協会 昭和
60年に出典を示さずに，大阪の出品物が展覧場入口をふさぎ困ったとする藤本荘太郎の出
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品を思わせる引用文を記載している部分があるが，これらの写真を見た限りでは，それを示
すものは写されていない。
註
陳列場所の割り当てが容易に決定せず，ついにトン数割ということになり，西村総左
衛門などのけんらん目を驚かす出品が， トン数が少ないというので隅の方に追いやら
れ，大阪かどっかの出品が日本部入口の両袖という目抜きの場所を占領したのです。何
ともお話に成らない次第で，其処を通るごとに何とかならぬものかと考えた余り，事務
局へも談じた事がありましたが，ついに何ともなりませんでした。（後略）
1) 角山幸洋『堺緞通』東西学術研究所研究叢刊9 関西大学東西学術研究所 平成4年3
月31日
阿部孝司「藤本荘太郎」『近代日本における企業家の諸系譜』大阪大学出版会 1996年 7
月1日
この阿部氏の書には「本格的な評伝はいまだに書かれていない」 (96ページ）としてい
る。そのことを省略した理由については本文で述べてある。
2)「東京日日新聞』第2803号第4面明治14年4月16日
岸田吟香「博覧会の記」で，明治14年第二回内国勧業博覧会の展示を見た結果であろう
が，緞通の名称・材質・用途などについて触れている。
3)堺は，廃藩置県ののち，奈良と堺は，合併して明治5(1872)年には，堺県となるが，明治
13 (1800)年には分離され大阪府に含まれる。
4)「堺段通同業組合沿革」『堺市史史料』 137工業
5) 田中芳男•平山成信編『澳国博覧会参同記要j 下篇 森山春薙 明治30年8月7日［「明治
前期産業史資料」第8集(2) 明治文献昭和39年10月25日に収む］
6)三谷岩蔵は，明治初年から出品しているが，ここでは出品物を比較することを省略する。
7) r長崎県統計書』による。明治27~39年の段階で， 80~90名が従事している。拙著『堺緞
通』東西学術研究所平成4年3月31日 55~56ペー ジ。
なお側聞するところによると，堺刑務所においても，縦通が織られている様子であるの
で，長崎刑務所と同様の作業がなされているらしい。
8)松尾儀助「第27章澳国博覧会後本邦輸出品ノ状況」『澳国博覧会参同記要』下篇技術伝習
森山春薙明治30年8月7日 188~1S5ペー ジ。
9)永山定富「内外博覧会総説並に我国に於ける万国博覧会の問題』永明書院 昭和12年12
月10日 277~281ペー ジ。
10)閣竜博覧会記事協会編『閣竜博覧会記事』第 1~10号閣竜博覧会記事協会 明治
24~26年
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